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１．使用目的

ベルマイティ®スチームトラップＥＳ１２Ｎ型は、蒸気配管系に発生する復水を自動的に排出

するためのものです。

蒸気輸送管、各種蒸気使用機器・装置等にご使用ください。

２．仕 様

 

 

型 式
接 続 使用圧力範囲 最高使用温度

℃
本体材質

寸法 重量

方 式 呼び径

フランジ
～

～
鋳鉄

（ ）～

 圧力の換算： ２
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下向きバケット式スチームトラップＥＳ１２Ｎ型は、蒸気配管系に発生する復水を自動的に排出す

るためのものです。

 1 .  使用目的

 2 .  仕　様
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３．構 造

 ボデー

 カバー

 スクリーン プラグ

 カバー プラグ

 バルブシート

 バルブ

 バルブホルダー

 ピン

 バケット

アイボルト

レバーＢ

アイボルトピン

レバーＡ

ブラケット

ピン

セットボルト

スクリーン

ネームプレート

リベット

カバー ボルト

カバー ガスケット

カバー ボルト

ボデー プラグ

ボデー プラグ

シート ガスケット

スペーサーＡ

Ｃ－リング

パイプ

ピン

スペーサーＢ
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 3 .  構　造
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４．取付配管上の注意

復水の流れ方向とトラップ本体の矢印方向を一致させて取付けてください。

復水を発生する機器より低い位置に取付けてください。 図１参照

機器の構造等で、機器より高い位置に取付けなければならない場合、排水効率を高めるためリフト

フィッティングの設置と、立ち上がり管の径を１サイズ小さくすることをお薦めします。図２参照

復水を回収する場合、回収効率を高めるため、トラップからの復水排出管を回収管の上方に接続

してください。 図１参照

シリンダドライヤに取付ける場合、蒸気障害 を避けるために以下のことに注

意してください。

●必ずシリンダ下面より低い位置に取付け、できるだけ水平配管部分は短くす

る。（図３参照）

●トラップ内の蒸気の凝縮を早め排水効率を高めるため、トラップ本体の保温

はしない。

蒸気障害とは、復水よりも蒸気が先行して流入することによりトラップが閉弁し、

復水の排出が妨げられる現象。

＜図１＞

＜図２＞

＜図３＞

●トラップを配管に取付ける前に、配管内のブローオフを十分行い、トラップ

の正常作動を妨げるゴミ、スケール等を取除いてください。

●垂直配管で使用すると作動しませんので、必ず水平配管でご使用ください。

！  注意

！  注意
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！  注意

    4 .  取付配管上の注意
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５．運 転

５ 運転手順

配管内のブローオフを行った後、バイパス弁あるいはブロー弁を閉めてください。

トラップ出口側のストップ弁を開けてください。

トラップ入口側のストップ弁を開けてください。

５ 停止手順

トラップ入口側のストップ弁を閉めてください。

トラップ出口側のストップ弁を閉めてください。

６．故障の原因と対策

トラップ本体内に通気する前に､バイパス弁あるいはブロー弁を全開し、配管

内のブローオフを行ってください。

現 象 故障原因 対 策

復水の滞留

蒸気圧力がトラップの仕様を超え

ている。

蒸気圧力を下げるか、高圧用トラッ

プに取替える。

トラップの容量不足。 再選定のうえ大容量のトラップに

取替える。

空気障害。 バケット のエアベントに詰まっ

たゴミを取除く。

バルブシート の孔の詰まり。 バルブシート の孔を清掃する。

閉弁した状態でバケット が脱落

している。

分解してバケット を正しく取付

ける。

スクリーン の目詰まり。 スクリーン を清掃する。

蒸気の漏洩

ボデー 内の復水が極端に少なく

バケット の沈下により開弁状態

が続く。

プラグ を外し注水し、ボデー

内を水で満たす。

バルブ とバルブシート の間

に異物を噛み込んでいる。

分解してバルブ 、バルブシート

を清掃する。

バルブ とバルブシート が摩

耗している。

バルブユニットを新品と交換する。

開弁した状態でバケット が脱落

している。

分解してバケット を正しく取付

ける。

！  注意
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    5 .  運　転

    6 .  故障の原因と対策
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７．メンテナンス

トラップは、長期使用による経年劣化や配管内の異物の付着等により作動性能が低下します。蒸気使用

設備や装置の性能維持のため、トラップの定期的な診断を行ってください。

○ 診断ツール

■

トラップの振動と温度情報から、高速（最大 秒）で自動診断を行うハードウェア（診断器）と専用

の集計・分析ソフトウェアによる本格的な診断ツールです。

診断情報は診断器に記録され、ソフトウェアへのデータ転送が可能です。そのため、瞬時の集計・分

析及び蒸気漏洩量、損失金額の定量把握が可能です。

■

振動センサ、温度センサを有すハードウェア（スチームトラップチェッカ）と専用の集計・分析ソフ

トウェアによる安価で簡易な診断ツールです。

トラップの振動と温度情報から、診断者が良否判定を行ないます。スチームトラップチェッカで検出

した振動値を、集計・分析ソフトウェアに入力することで、蒸気漏れ量、損失金額の定量把握が可能

です。

注意

両診断ツールをご使用頂いてもトラップの設置箇所や設置状況、あるいはスチームトラップのタイプや

作動状況によっては正確な診断結果が得られないことがあります。

詳しくは最寄のミヤワキ事業所までお問合せください。

○ 分解・組立

不良トラップは、分解して不良部品を交換する等の処置が必要です。次の手順に従い修理してください。

 

トラップを配管から取外したり分解するときは、蒸気や復水の吹出しによる危

険を防ぐため、トラップ入口側・出口側のストップ弁を閉め、トラップ本体を

十分冷却してから作業を開始してください。
！  警告
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    7 .  メンテナンス
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７ １ 分解手順

プラグ を外してスクリーン を清掃､点検してください。

ボルト を外し､カバー をボデー から取外してください。

内部ユニットおよびバケット はカバー に連結されたまま取出せます｡ 図４参照

ピン を外すと、バルブ 、バルブホルダー 、ピン 、バケット 、アイボルト 、

アイボルトピン 、レバー が一体でカバー から取外せます。 図５参照

ガスケット を剥がし、ボデー およびカバー のシール面をきれいに清掃してくださ

い。

ボデー内部および各部品を清掃、点検してください。

＜図４＞ ＜図５＞

７ ２ 組立手順

カバー から取外した内部ユニットを、ピン でカバー に連結してください。

内部ユニットのねじ部の緩みがある場合は、必ず増締めしてください。

ガスケット をボデー の座面においてください。この時､ガスケット とボデー の

出口通路穴がずれないよう注意してください。

内部ユニットの付いたカバー をボデー に取付け、ボルト を締付けてください｡

この時、ボデー とカバー の出口通路穴がずれないよう注意してください。

ボルト の締付けトルクは下表のとおりです。

スクリーン をボデー に装着し、プラグ を締付けてください。

ボデーとカバーのシール面は、傷をつけないよう十分注意して清掃してくださ

い。シール面の傷は蒸気漏れの原因となります。

組立時、ガスケット は必ず新品と交換してください。

ボルト の片締めは漏れの原因になりますので、片締めのないよう均

等に締付けてください。

部品名 対辺 締付トルク

ボルト ･

ボルト ･

！  注意

！  注意

バルブバケット

セットボルト

カバー

レバーＡ

セットボルト

レバーＡ

ピン

バルブシート

！  注意

バルブホルダー 

ピン 

バケット 
アイボルトピン 
アイボルト 
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！  注意

！  注意

！  注意

７-1. 分解手順

７-２. 組立手順
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７ ３ 分解要領図

カバー プラグ

カバー ボルト

カバー

カバー ガスケット

バルブシート

ブラケット

ピン

Ｃ－リング

レバーＢ

バルブ

レバーＡ

ピン

バケット

パイプ

スクリーン プラグ

スクリーン

カバー ボルト

ネームプレート

シート ガスケット

スペーサーＡ

セットボルト

バルブホルダー

アイボルトピン

アイボルト

ボデー

ボデー プラグ

リベット

ボデー プラグ

スペーサーＢ

ピン
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７-３. 分解要領図
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８．製品保証

８ ．保証期間

製品納入日から ヶ月以内といたします。

８ ．保証内容

保証期間中に故障した場合は、故障の原因が次の事項に該当しない限り、無償で修理また

は交換いたします。

本書に記載の注意事項を遵守しなかったことによる場合。

不適切な取付作業や取扱い、落下による過大な打撃等、使用者の過失もしくは手落ちによ

る場合。

故障、又は損傷の原因が弊社以外の機器、設備、および使用環境による場合。

弊社、又は弊社が委託した者以外の改造、及び修理がなされた場合。

塩分その他、著しく錆び、腐食を促す物質の浸入、もしくは同物質を含む流体による場合｡

配管内のゴミ、スケールなどの異物の付着、堆積による場合。

火災、天然災害、その他弊社の責任とみなされない不可抗力による場合。

８ ．保証範囲

保証の範囲は原因の如何にかかわらず、納入した製品の販売価格を超えないものといたし

ます。

製品出荷日から 18 ヶ月以内、又は製品の取り付け後 12 ヶ月以内のいずれかのうち、

早く終了する期間といたします。
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 8 .  製品保証
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９．シリアルナンバー 表示

 
  
  

S.No. □□□□  
   

日を表します 
月を表します  

年を表します。(西暦の下 2 桁)  
  
  

月の表示方法  
記号 月 記号 月 記号 月 記号 月 

1 1 4 4 7 7 Ｘ 10 

2 2 5 5 8 8 Ｙ 11 

3 3 6 6 9 9 Ｚ 12 
  

日の表示方法  
記号 日 記号 日 記号 日 記号 日 

1 1 9 9 Ｈ 17 Ｑ 25 

2 2 Ａ 10 Ｊ 18 Ｒ 26 

3 3 Ｂ 11 Ｋ 19 Ｓ 27 

4 4 Ｃ 12 Ｌ 20 Ｔ 28 

5 5 Ｄ 13 Ｍ 21 Ｕ 29 

6 6 Ｅ 14 Ｎ 22 Ｖ 30 

7 7 Ｆ 15 Ｏ 23 Ｗ 31 

8 8 Ｇ 16 Ｐ 24   
  

  
 

S. No.の表示例 0991 → 2009 年 9 月 1 日 

 19XM → 2019 年 10 月 21 日 
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9 .  シリアルナンバー（S.No.）表示
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１０．主な特殊仕様
 

  
  

特殊記号： 
特殊品のみに付記される記号。  

(特殊内容については表 1 参照)  
"-"以下英文字で表現します。  
型式記号：  
その製品の型式番号  

  
  
  
  
  

 表 1 主な特殊仕様の記号説明 
記号 特殊内容 

A 高圧ガス設備品のトラップ(ガストラップのみ) 
C ブローバルブを取付けた製品 
K 使用しているガスケットの変更 
L 面間寸法の変更 
M 使用部品の材質変更 

P,T 使用圧力、温度、排出量などの変更 
R スクリーンメッシュを変更 
V エアベントの変更 
X 上記以外の特殊内容またはそれらを複合した特殊品 

 

○○○ - ○○ - □   
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    10 .  主な特殊仕様



  



 


